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「連続下落銘柄のスクリーニング方法」
JP法研究会 富士栄

ＪＰ法ソフトの「絞り込み検索」では、連続して陰線、または陽線という銘柄を検索す
る方法は簡単にできます。

それは、「７．足取り」を使えばいいだけです。

■５連続陽線の設定

では毎日続落している銘柄のスクリーニング方法は？というと、一発で出来る方法はあ
りません。

連続して陰線であっても前日比がプラスの銘柄もありますので「７．足取り」は使えま
せん。

前日比が毎日マイナスということは、終値が切り下がっている事です。しかし連続して
切り下がりを検索する項目はありません。

１日だけ下がっているという検索はあります。

それが「９．期間指定変化率」です。

通常は、ある期間、例えば２０日間でどのくらい上昇しているのか？などという検索グ
ですが、今回はあえて、前日（さかのぼる期間が１日）との比較にします。

そして、５日連続して下落している銘柄を抽出してみましょう。
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■５日連続して下落している銘柄を抽出する方法

■９．期間指定変化率を使う

さかのぼる期間を「１」にすることにより前日との比較となります。

変動幅設定は、少しでもマイナスということで上記のようにします。

あとは、値下がりですから、「下降している」、また「期間内の両端比較」で前日の終値
と当日の終値を比較します。
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続いて「検索種別・日付」の項目です。

「日足検索」になります。

「常に直近」、「ＸＸ日前を検索」が「０」にすることにより最新のデータ（終値）と１
日前のデータ（終値）を比較します。

このように設定することにより、前日比がマイナスの銘柄を引っ張ってきま
す。

結果
貸借銘柄を対象にすると、４／１１で、１３９８銘柄

これらの合格銘柄は、４／１０に比べて４／１１が下がっている銘柄です。

陽線でも陰線でもかまいません。
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４／１１の結果 １３９８銘柄

続けて再び「９．期間指定変化率」を使います。

注意点は、１日ずらす、ということです。その他の設定はそのままです。
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このようにすると、直近は４／１１ですから、１日前の４／１０と４／９を比較してき
ます。

４／１０の結果 ７１７銘柄

この繰り返しです。次は、こうなります。「２」日前です。
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これを「３」、「４」と続けます。

４／５の結果 １８３銘柄

では本当にそうなっているのかを確認してみましょう。

■「分析チャート」から

「機能」→「指標」→「９６．大引陰陽足」を使います。
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この足は、終値同士をつないでローソク足化したものです。

前日比がプラスなら赤、マイナスなら黒塗りつぶしです。

この通り縦線から直近まで陰線です。ということは、連続して前日比マイナスというこ
とです。

しかし、この手順を毎日するのは大変です。

そこで特注版である「連続検索」の機能の出番となります。

■連続検索を使う

ここまで紹介した手順１つ１つを１つのシート、連続検索シートにします。

そうすれば、次からは連続検索シート番号を入れ「実行」をクリックするだけで、結果
が分かります。

この手順のように、いちいち１日ごと設定をずらしていく必要はありません。

一度作成してしまえば、こっちのものです。大いに活躍することでしょう。

※連続検索シートの作成の方法は、ホームページ上のマニュアル、また勉強会の資料で
解説してあります。そちらをご覧下さい。

「勉強会の資料」
http://www.neuralnet.co.jp/user/benkyou.html
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「１２０４」番シートへ作成しました。

検索内容

これを「実行」します。

あとは勝手に画面が遷移し、もとの画面に戻ってきます。

画面が切り替わらなくなったら検索終了です。

「８０．検索結果」を見てみましょう。
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検索結果 ４／５ １８３銘柄と手動で繰り返したものと同じになりました。

一度この連続検索シートを作成してしまえば、後は応用です。

例えば、「６日連続値下がり」、「７日連続値下がり」といったことが簡単にできます。

また、逆に上昇の銘柄も捉えることが出来ます。「毎日３％ずつ、５日間上昇している
銘柄」もスクリーニング可能です。

皆様も是非、チャレンジしてください。

今回紹介したシートは、下記のサイトにアップしてあります。

連続検索シートを作成することが面倒だ、という向きはご利用下さい。

「連続検索・会報のシート」 下記ページの一番下です。
http://www.neuralnet.co.jp/user/jprkensht.html


